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E要約] The purposes of this study were (1) to make a Sentence Completion Test for the 
Elderly(SCT-E) ， (2) to clarify their psychosocial development in late life， and (3) to examine rela-
tions between psychosocial development and subjective well-being. The subjects were 264 elderly 
persons at home(176 men and 88 women， mean age:69.82 years old). SCT-E was constructed by 
eight related conceptions of psychosocial development:①attitudes to life，②attitudes to death，③ 
time perspectives，④generativity，⑤wisdom，⑥faith，⑦commitments to society， and ⑧ body con-
sClOusness 
As a result， the elderly of more than 70 years old were more positive than the younger older 
persons(65"""'-'69 years old) in estimating their vocational life in attitudes to life. Making compari-
sons between men and women， men were significantly more positive than women in estimating their 
marriage life in attitudes to life. But women were significantly more positive than men in estimat 
ing their friendships in commitments to society and their time perspectives to the past. 
Subjective well-being was measured by the Philadelphia Geriatric Center Morale Scale(PGC). 
Subjects were divided into two groups by the median of total PGC score. The high score group of 
PGC was significantly more positive than the low score group of PGC in attitudes to death， time 
perspectives， generativity， commitments to society， and body consciousness. 















































Buhler (1968)6)， Jung (1969)7)， Gould (1972)8)， 
Levinson (1978)9)， Neugarten (1968)10)， Calson 
















面接法の他 P 質問紙や文章完成法 (Sentence
Completion Test:以下SCTと記す)により主に積み重
ねられてきた.質問紙の代表的なものとして，
Domino & Hannah (1989)1ヘDomino& Affonso 
(1990)16)は，乳児期から老年期までの心理社会的発達
を評価するInventory of Psychosocial Balance 
(IPB)を作成した.IPBとCaliforniaPsychological 
Inventory(Gough， 1960:CPI)17) • Social Maturity 





Beaton(1991)18)はSCT (Washington University 





























関連概念 定 義 SCT-E項目
自分の人生の成功も失敗も受けとめ， 1回限りのかけ
①人生に対する態度 がえのない人生であったと見なしている また生涯発達 4， 5， 19， 22 
を評価し，自分なりの意味づけをしている.
死をいつか自分にも訪れるものとして認識しており，
②死に対する態度 人生の必然的な帰結として受けとめている.また，死を 12. 18. 24 
考えることで，余生をより豊かに捉えている.
過去から現在、さらに未来に至る一貫した時間感覚を








⑤知恵 くる知恵をもっている。また自分なりの価値観を形成 10. 21 
している。
宗教的なものや精神的なものを信頼し，それらに対す












」性 別 家族講成 教育歴 過去の職業 現在の職業
男性 176 独 居 48 小卒 3 無 職 26 無職 231 
女性 88 夫婦2人世帯 128 中卒 36 有 職 238 有職 33 
=世代家族 49 高卒 145 44 
そ の 他 39 大卒 79 非製造業 157 













































































有意差の見られた項目は， 14私の人生で 3 結婚は」
(χ2=12.81， df=2， p.く.01)，119.私の夫(妻)は」







7.年をとるにつれて 8. 65歳をすぎたら 9. これからは
10.私の人生観は 11.私にとって P 孫は 12.人は死んだら
13.私は社会の中で 14.子どもや若い人を育てることは 15.私の生きがいは
16.私は，両親やご先祖様から 17.歴史の中で，私の人生は 18.私は死を考えると


















dfニ 2， χ2ニ 6.31* 































dfニ 2， χ2ニ 8.61* 
102 33 115 34 
60 37 51 37 
1 15 7 10 
df= 2 χ2ニ 12.81* * df= 2 χ2=15.50*** 































ど検定 df= 2， X2 =5.84 + 




関連概念 ①人生に対する態度 ②死に対する態度 ③時間的展望
項 目 5.一生をふりかえると 18.私は死を考えると 7.年をとるにつれて
評 定 内容 (N) 内容 (N) 内容 (N) 
1.過去経験の肯定 54 1.積極的受容 22 1.性格の肯定的変化 25 
2.実績への満足感 20 2.消極的受容 19 2.目標のある生き方 21 
肯 定
3.後悔の否定 9 3.余生の再考 18 3.健康への関心 20 
4.外界への感謝 6 4.死に方の願望 16 4.人生の再考 9 
5.現在の幸福感 2 5.対人関係の変化 6 
6.その{也 12 
計 91 75 93 
1.否定的評価
23 1.否定的感情 31 1.身体的老化、病気 51 
5 2.死の回避、否定 20 2.精神的老化 30 
2.再挑戦の願望
3 3.恐怖 17 3.性格の否定的変化 13 
3.受動的選択の後悔
4.後悔，やり残した 10 4.時間感覚の変化 5 
否 定 4.過去経験の否定
こと 4 5.孤独感 5 
5.その{1ft 6.不安 5 
7.限界感 4 
8.その{也 5 
計 32 82 118 
中 立 140 80 51 
欠損値 27 2 
表 6-2 主な項目の内容分析
関連醗念 ④世代性 ⑤知恵 ⑥信仰
項 目 14.子どもや若い人を育てることは 10.私の人生観は 23.私にとって宗教は
評 定 内容 (N) 内容 (N) 内容 (N) 
1.肯定的評価 36 1.肯定的人生観 117 1.心理的支え 44 
2.養育の重要性 35 2.肯定的将来展望 22 2.肯定的評価 25 
肯 定
3.社会的継承の認識 18 3.肯定的人生回顧 21 3.やすらぎ・安心感 17 
4.伝承・相互教育 10 4.人智を超えたもの 6 4.人間的成長 11 
5.生きがい 7 の認識 5.信仰の実践 8 
6.その他 8 6.その{也 5 
言十 114 166 110 
1.否定的評価 43 1.否定的人生回顧 4 1.関心の希薄さ 14 
否 定
2.時代の相違 6 2.否定的将来展望 3 2.関与しない 14 
3.関与しない 2 3.後悔 3 3.否定的評価 11 
4.見つからない 2 4.不信 10 
計 51 12 49 
中 立 97 70 90 




項 目 13. 私は社会の中で 1 .わたしのからだは
評 定 内 容 (N) 内 t仕マ (N) 
1.社会参加への関心 48 1.健康 105 2.人生の肯定的評価 25 2.親，神からの授かりもの 13 3.社会における自己の認識 20 3.若さの強調i円E二 定 8 4.将来展望 16 4.健康管理への関心 6 5.社会奉仕への関心 13 5.誇り・自信
6.その{也 9 5 
計 131 137 
1.有用感の欠如 10 1.病気・けが 20 
否 定 2.存在感の希薄さ 9 2.不健康 18 3.社会参加の否定 4 3.老化 8 
4.その{也 4 4.肥満 4 
言十 27 50 




項 目 4.私の人生で 19.私の夫 20.私の人生で 18.私は死を結婚は (妻)は 仕事は 考えると
P G C "-'1点 12点~ --1点 12点~ ，._1点 12点~ ，._1点 12点~
肯 定 58 77 69 80 58 74 32 43 
中 立 54 43 46 42 63 50 36 44 
否 定 18 8 13 4 12 6 52 30 
ど検定 dfニ 2，χ2=7.75 * dfニ 2，X2 =5.74+ df=2，χ2 =5.40+ df=2，χ2ニ 8.28*




項 目 7.年をとるにつれて 8.65歳をすぎたら
P G C""-'11点 12点，._.， ，._1点，.._， 12点~
肯定 37 56 70 76 
中立 21 30 31 38 
否定 75 43 27 14 
ど検定 dfニ 2，χ2ニ 14.09*** dfニ 2，X2 =5.08十


















--11点，.... 12点，.._ ，._1点 12点~
80 87 60 71 
30 34 51 52 
24 9 21 6 
ピ検定 dfニ 2，χ2=7.30* df=2，χ2 =9.23ホ*















































































二分し， PGC得点群によるど検定を行った(表 7). 
その結果，有意差の見られた項目は， 11.わたしのから
だはJ(χ2ニ 11.34，df=2， p.く.01)，12.友だちづき
あいはJ(χ2 =7.30， dfニ 2，p.<.05)， 14.私の人生で，
結婚はJ(χ2 =7.75， dfニ 2，p.<.05)， 17.年をとる
につれてJ(χ2 =14.09， df=2， p.く.01)， 13.私は
社会の中でJ(χ2 =9.23， df=2， p.<.Ol)， 117.歴史
の中で，私の人生はJ(χ2 =16.67， df=2， p.<.OOl)， 
18.私は死を考えるとJ(χ2ニ 8.28，df=2， p.<.05)， 
であった.傾向差の見られた項目は 18.65歳をすぎ
たらJ(χ2 =5.08， dfニ 2，p.<.l)， 19.私の夫(妻)
































































































































































































ら検討した「統合」の測度としてLSI-A (N eugarten， 
Havighurst， & Tobin， 1961)2へ「絶望」の出IJ度とし
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